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事 Osbone& Mendel Salt xxx CaとPを含まず
- 25-
一の標準飼料を自由に摂取せしめた。此の
























|第1l跨(Diet1) 1第2表山 t2) 1第3表(Diω)
l'鰍悶|純白鼠抑制鼠|幼若白抑制鼠|雌白鼠
2 1 2 1 2 1 
12.4 15.0 12.4 15.0 12.4 
乳椴Ca事L~費Ca 炭酸Ca炭MCa.M'2健司量Ca
15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 
111552 52334 111552 52334 111552 52334 






奨、尿ぞ吸った溜紙は総て電気炉にて 6∞。C附近にて灰化後1: 3塩酸に溶解、 一定量に稀釈し
てその一部を Caの定量と Ca45の activityの測定に用いた。 Caの定量法は前報(1)と同様尿
紫法を用いた。
Ca45の activity測定は正確を期すべぐ一分間当りの count(cpm)をなるべく 1∞ 以上になる
















乙の;悌として測定した数値は 1) background を差引き
2)器械の感度による補正、3)沈般の厚さから生ずる誤差、
~fl ち self absorptionの補正 4)測定期日のずれからくる
補正を行った。 そのうち selfabsorptionの補正には
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成屍体Cas:(mg) 2374.5 2075.0 1546.0 2270.5 
黙
Ca娯取量(mg) 278 289 230 293 
~中排粧抵(mg) 244 267 225 254 
自尿巾排池袋(mg~ 49 44 137 30 
鼠不IJ m ~1(%) 12.2 7.8 13.3 
f，JJ 屍体Cai誌(mg) 1299.1 1558.3 1326.7 1274.2 1167.7 1184.7 
~ Ca娯取i立(mg) 359 341 334 324 329 310 党巾排1立公(mg) 198 203 188 . 184 240 193 
自尿中排丹生母(mg) 24 19 22 14 17 19 
鼠利用率(%) 44.9 40.6 43.6 43.2 27.1 37.6 
Norris et al.ωの蕗酸 Ca45










の利用率でない乙とは勿論である。実験当初、 成熟白鼠、 ~J若白鼠共に 6 匹宛用いたのであるが、
成熟白鼠の No.2、No.5は試験飼料を完全に食べなかったので笑験結果を記す乙とを省く。
第4表A 成熟白鼠 (cpm) 第5~長A 幼若臼鼠(Cpm)
1作|望号|尿 | 災 |屍体 |将腸 | 計
3161 2|必 U叫古川














第4表、第 5表により Ca45のほとんどが糞中と屍休中lζ現われており、 叉民休の activityの
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第B表 3度中への Ca~G 排准状況(Cpm)
静 |翌朝 1 I 2I 3I 4I 5I 6
1 1 間側1750 700 3∞ 成熱 2 3 31∞ 950 9∞ 550 
自 4 16∞ 7∞ 600 4∞ 
鼠
3 6 7450 2350 750 350 
1 349ω 180 230 
幼 1 2 19740 130 1∞ 
ト一一
若 3 29840 110 170 
自
2 4 お820 70 70 
鼠 5 29770 210 110 

















Ca45を動物lζ使用して追跡笑験を行う場合考えねばならぬ factorとして Ca-ionの fixation
と exchangeの問題がゐる。 Ca45の ion-exchangeは Ca45の濃度に比例すると荒木等∞は述
べて居る。即ち骨の Ca45の浪度は血清中の Ca45の滋皮によって変化し、 血清中の濃度が高まれ
ば exchangeして骨の Ca45の透度は高まり、血清中の Ca45の浪度が低くなれば、骨の Ca45は
血清中へ exchangeする。
しかし Ca45の 1eve1が一定の後は動物の年令によって異るものであり、これについては Har-
rison et a1.ωの白鼠を用いての実験がある。彼の報告によれば、生後6-8週間の正常な白鼠.では
大休45時間で骨tζ沈着した Caの50%が休液の Caによって ほ'changeされ、 生後15-2QJ車問の
白鼠はそれより遅いと述べている。 Arn01d(lO)は兎に Ca45を静脈注射して成熟した骨と生長中の
骨に固定する Ca45の濃度について観察して、骨の中に入った Ca45は幼若動物の場合、 最初会く
不安定で Ca45投与後24時間以内lζexchangeし、1日-21日の聞には殆どおこらなかったこ と、及
ぴ成熟動物では最初固定した Ca45は幼若動物のような不安定な形でないζ とを報告し、彼の浦上・


















乙の突験で諺酸 CaIr.乳酸 Ca、 第 2燐酸 Ca、及び炭酸 Caをそれぞれ混合して投与した結栄
はやはり務酸 Caは相当量利用されるものである ζとがわかった。混合に用いた Ca塩は何れも






Radioactive calcium oxalate was employed to study per cent utilization of calucium 
oxalate when administered together with calcium lactate， calcium phosphate or calcium 
carbonate. In mature rats， no differences in calcium utilization were observed with 
different salts admixed and six days after the administration of Ca45， 20-21% of the 
total calcium given was fixed as body calcium. ln young rats， on the other hand， some 
differences were shown by different salts admixed and a wide variation in calcium 
fixation， 20-44%， was observed six days after the administration of Ca45• 
These results support our previous finding that calcium oxalate can be utilized and 
indicate also that the oxalate is fixed as body calcium even in the presence of other 
calcium salts which have been known to be well utilized. 
Ca45の入手に当って御尽力下さり、 叉種 k御指導賜った浦上教授、 並びに御指導御校閲を賜っ
た茶珍教授に心尽の謝意を表する。
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